
 

理学部（物 理） 問題解説 
 

□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

 

〔Ⅰ〕 物理の「力学」における物体の運動の基本的な学習内容を問う問題である。単振動

の運動方程式の立式や振動の周期を問う内容である。また、慣性系と非慣性系の力

の扱いに関する理解を問う内容である。 

 

〔Ⅱ〕 磁場を用いて粒子を加速させる円形加速器（ベータトロン）を題材として、電磁気

分野に関する基礎および応用的な能力がついているかを問う。前半はローレンツ

力、電磁誘導、円運動に関する基礎的な知識を問う。後半は電磁誘導とローレンツ

力の起源の違いという発展的な問題設定について、設問を理解しながら考察を進め

る応用的な能力を問う。 
 

〔Ⅲ〕 断熱容器に入った理想気体に操作を与えたとき、気体の状態がどのように変化する

かを問う問題である。熱力学操作を理解し、理想気体の状態方程式やポアソンの法

則、エネルギー保存則を用いて、各操作段階における期待の状態量を求められるか

を評価する。また、異なる操作を経ることで気体の温度にどのような差が生じるか

も問う。 

 
 
 
□■ 受験生へのメッセージ 

 

物理学は自然界の現象を数学で表現する学問です。現象の理解のために様々な法則を表す公式

などを用いて計算していくことが重要な作業となります。さらに、計算した結果の数式の意味や

妥当性を考える能力が必要です。そのためには、教科書の公式を単に暗記するのではなく、その

意味や考え方をしっかり理解することが必要です。また、微分積分や代数・幾何といった基本的

な数学における計算能力をつけることが大事です。関数をグラフ化し、関数の特徴から現象をイ

メージできることも重要です。日頃から、自然界の現象を数学的に説明することを楽しみながら 
勉強してください。 

本学の物理の入試問題は、毎年大問が３題出題されます。力学、電磁気学、波動、熱力学の分

野を中心に出題しています。どの分野も大学で、自然科学や医学を学ぶ上で重要な基礎となりま

す。そのためにも、しっかり高校教科書を勉強して理解を深めてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


